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量，時間において異なっていたことによると考えられる o TDC , CFUの値が高く汚染が進行して
いると考えられる地点ほどアニリン分解菌の数が多かった。しかし， TDC ， CFU の値が比較的低








ニリン分解菌はカテコールやフェノールを速やかに分解した。しかし これら 3 種類の化学物質の分
解菌について遺伝子の相向性を調べたところ，アニリンに関与する遺伝子と相同性のある塩基配列を，
ある種のカテコールあるいはフェノール分解菌が有していることがわかった。さらに遺伝子レベルの
解析により，細菌がどのようにして芳香族化合物の分解能を獲得したか，またその遺伝子がどのよう
に進化したかを明かにすることが期待できる。
論文審査の結果の要旨
環境汚染物質による水棲微生物の生態系に及ぼす影響を把握する研究において，まず，アニリン分
解菌を指標微生物としてその分布ならび、に変動について実態調査を基礎として明確にした。
河川水中の細菌によるアニリンの分解は分解菌の活性と現存量に依存し また，他の共存する化学
物質の影響を受けることが明らかとなった。
アニリン分解菌は フェノールならびにカテコール分解菌と同様汚染水域により多く存在し，これ
らの分解菌のほとんどのものがお互いにアニリン分解に関与する遺伝子を保存するプラスミッドと相
向性をもつことを明らかにした。これらの研究成果は博士(薬学)を授与するに値するものと判定
し fこO
-499-
